
(57)【要約】

【課題】工具箱としての必要なデプスを確保するととも

に、ステップの間隔をＩＳＯの推奨値内に収めるために

工具箱本体の上面以外にその工具箱本体の上面と履帯と

の間に別のステップを必要に応じて作り出し、楽な姿勢

でハウスカバーの上に昇ることが可能な工具箱兼用ステ

ップを提供することを課題とする。

【解決手段】下部走行体上に上部旋回体を旋回可能に装

架し、該上部旋回体の外周部に昇降用ステップを配した

土木・建設機械において、上部旋回体に前面部又は側面

部を開口した工具箱本体を装着し、該工具箱本体の開口

を覆う蓋材を工具箱本体の下端部に蝶着するとともに、

該工具箱本体と蓋材の間に円弧状のガイドを設けて該蓋

材を前記蝶着点回りに略９０度開閉可能にし、該蓋材が

開状態において該蓋材の上面と前記工具箱本体の上面を

踏面とすることにより、ステップ間隔をＩＳＯの推奨値

内に収めるようにした。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 部 走 行 体 上 に 上 部 旋 回 体 を 旋 回 可 能 に 装 架 し 、 該 上 部 旋 回 体 の 外 周 部 に 昇 降 用 ス テ ッ プ
を 配 し た 土 木 ・ 建 設 機 械 に お い て 、 上 部 旋 回 体 に 前 面 部 又 は 側 面 部 を 開 口 し た 工 具 箱 本 体
を 装 着 し 、 該 工 具 箱 本 体 の 開 口 を 覆 う 蓋 材 を 開 閉 可 能 に 蝶 着 し て 、 該 蓋 材 が 開 状 態 に お い
て 該 蓋 材 の 上 面 と 前 記 工 具 箱 本 体 の 上 面 を 踏 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 土 木 ・ 建 設 機 械 の
工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 蓋 材 が 開 状 態 に お い て 、 該 蓋 材 の 踏 面 が 前 記 工 具 箱 本 体 の 下 面 と 略 面 一 に な る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 土 木 ・ 建 設 機 械 の 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 蓋 材 と 工 具 箱 本 体 を 夫 々 下 端 部 で 蝶 着 し 、 該 工 具 箱 本 体 の 側 面 に 設 け た ピ ン に 接 し て
摺 動 す る 長 孔 を 有 す る 円 弧 状 の ガ イ ド の 一 端 を 前 記 蓋 材 の 側 面 上 部 に 固 設 し 、 該 蓋 材 を 前
記 蝶 着 点 回 り に 略 ９ ０ 度 開 閉 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 土
木 ・ 建 設 機 械 の 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 土 木 ・ 建 設 機 械 の ス テ ッ プ 装 置 に 関 す る も の で 、 特 に 工 具
箱 兼 用 の ス テ ッ プ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
従 来 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の 土 木 ・ 建 設 機 械 に お い て は 、 上 部 旋 回 体 に 搭 載 さ れ た エ ン ジ ン 、 油
圧 機 器 、 燃 料 タ ン ク 及 び 作 動 油 タ ン ク 等 を 保 護 す る た め に ハ ウ ス カ バ ー が 設 け ら れ て い る
。 そ し て エ ン ジ ン の メ ン テ ナ ン ス や 燃 料 タ ン ク へ の 給 油 及 び 作 動 油 の 交 換 等 は ハ ウ ス カ バ
ー の 上 に オ ペ レ ー タ 又 は サ ー ビ ス マ ン が 昇 っ て 行 う た め 、 上 部 旋 回 体 に は 複 数 段 の ス テ ッ
プ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 複 数 段 の ス テ ッ プ の う ち 最 下 段 の ス テ ッ プ は 通 常 上 部 旋 回 体 を
構 成 す る 旋 回 フ レ ー ム に 固 着 さ れ て お り 、 オ ペ レ ー タ 又 は サ ー ビ ス マ ン は 先 ず 履 帯 の 上 に
乗 り 、 そ し て 旋 回 フ レ ー ム に 固 着 さ れ た 最 下 段 の ス テ ッ プ に 足 を 掛 け 、 更 に そ の 上 の ス テ
ッ プ を 使 っ て ハ ウ ス カ バ ー の 上 に 昇 る た め 、 Ｉ Ｓ Ｏ に よ り 理 想 的 な ス テ ッ プ 間 隔 が 定 め ら
れ 、 例 え ば 階 段 で は １ ８ ０ ｍ ｍ 、 梯 子 で は ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 が 理 想 と さ れ て い る 。 一 方 、 油
圧 シ ョ ベ ル 等 の 土 木 ・ 建 設 機 械 は 狭 隘 な 場 所 で 使 用 さ れ た り 、 作 業 現 場 間 の 輸 送 を 考 慮 し
て 旋 回 半 径 の 超 小 化 や 外 観 形 状 寸 法 の 小 型 化 が 図 ら れ 、 逆 に 燃 料 タ ン ク や 作 動 油 タ ン ク は
補 充 ・ 交 換 時 間 が 長 く な る よ う に 大 容 量 化 が 図 ら れ て き た た め 上 部 旋 回 体 の ハ ウ ス カ バ ー
内 に 工 具 箱 の 設 置 場 所 を 設 け る こ と が 困 難 に な っ て き た 。 そ の 結 果 、 通 常 ス テ ッ プ を 取 り
付 け る 位 置 に 工 具 箱 を 取 り 付 け 、 そ の 工 具 箱 を ス テ ッ プ の 代 わ り に 使 用 す る も の も 出 現 し
て き た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － １ ０ ０ ４ ４ ４ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ 乃 至 図 ６ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る ス テ ッ プ 兼 用 工 具 箱 は 、 上 面 部 を 開 口 し た 箱 型
に 形 成 し 、 そ の 上 面 部 に 踏 面 用 の 蓋 板 を ヒ ン ジ 部 材 に よ り 開 閉 可 能 に 装 着 し た り 、 前 面 部
又 は 側 面 部 を 開 口 し た 箱 型 に 形 成 し 、 そ の 開 口 し た 前 面 部 又 は 側 面 部 に カ バ ー 用 の 蓋 板 を
設 け た も の で あ る 。 一 般 に 工 具 箱 に は 工 具 を 入 れ る た め 適 当 な デ プ ス が 必 要 で あ り 、 そ の
た め 履 帯 か ら 踏 面 で あ る 工 具 箱 の 上 面 ま で の 高 さ Ｈ が 高 く な り す ぎ 、 オ ペ レ ー タ 又 は サ ー
ビ ス マ ン が 昇 る 際 に 膝 及 び 足 先 を 無 理 に 高 く 上 げ る 必 要 が 生 じ 、 そ の 結 果 姿 勢 に 無 理 を 生
じ 、 事 故 を 誘 発 す る 頻 度 が 高 く な る 等 危 険 な 状 態 に 置 か れ る 可 能 性 が あ っ た 。 一 方 、 ス テ
ッ プ 高 さ を Ｉ Ｓ Ｏ の 推 奨 値 に 収 め よ う と す る と 十 分 な 工 具 箱 の デ プ ス を と る こ と が で き ず
、 全 て の 工 具 を 収 納 で き な い と い う 問 題 が 生 ず る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 事 実 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 工 具 箱 と し て の 必 要 な デ プ ス を
確 保 す る と と も に 、 ス テ ッ プ の 間 隔 を Ｉ Ｓ Ｏ の 推 奨 値 内 に 収 め る た め に 工 具 箱 本 体 の 上 面
以 外 に そ の 工 具 箱 本 体 の 上 面 と 履 帯 と の 間 に 別 の ス テ ッ プ を 必 要 に 応 じ て 作 り 出 し 、 楽 な
姿 勢 で ハ ウ ス カ バ ー の 上 に 昇 る こ と が 可 能 な 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ を 提 供 す る た め に 解 決 す
べ き 技 術 的 課 題 が 生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は こ の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 下 部 走
行 体 上 に 上 部 旋 回 体 を 旋 回 可 能 に 装 架 し 、 該 上 部 旋 回 体 の 外 周 部 に 昇 降 用 ス テ ッ プ を 配 し
た 土 木 ・ 建 設 機 械 に お い て 、 上 部 旋 回 体 に 前 面 部 又 は 側 面 部 を 開 口 し た 工 具 箱 本 体 を 装 着
し 、 該 工 具 箱 本 体 の 開 口 を 覆 う 蓋 材 を 開 閉 可 能 に 蝶 着 し て 、 該 蓋 材 が 開 状 態 に お い て 該 蓋
材 の 上 面 と 前 記 工 具 箱 本 体 の 上 面 を 踏 面 と し た 土 木 ・ 建 設 機 械 の 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 蓋 材 が 開 状 態 に お い て 、 該 蓋 材 の 踏 面 が 工 具 箱 本 体 の 下 面
と 略 面 一 に な る よ う に し た 土 木 ・ 建 設 機 械 の 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 蓋 材 と 工 具 箱 本 体 を 夫 々 下 端 部 で 蝶 着 し 、 該 工 具 箱 本 体
の 側 面 に 設 け た ピ ン に 接 し て 摺 動 す る 長 孔 を 有 す る 円 弧 状 の ガ イ ド の 一 端 を 前 記 蓋 材 の 側
面 上 部 に 固 設 し 、 該 蓋 材 を 前 記 蝶 着 点 回 り に 略 ９ ０ 度 開 閉 可 能 に し た 土 木 ・ 建 設 機 械 の 工
具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 を 採 用 し た 油 圧 シ ョ ベ ル 全 体 側 面 図 を 示 し 、 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る
工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 取 付 部 斜 視 図 を 示 す 。 ま た 、 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 具 箱 閉
状 態 の ス テ ッ プ 側 面 図 を 示 し 、 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 具 箱 開 状 態 の ス テ ッ プ 側
面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に お い て 、 １ は 履 帯 １ ａ を 履 い た 下 部 走 行 体 で 、 該 下 部 走 行 体 １ に は 上 部 旋 回 体 ２ が
旋 回 可 能 に 装 架 さ れ て い る 。 そ し て 該 上 部 旋 回 体 ２ を 構 成 す る 旋 回 フ レ ー ム ２ ａ の 前 部 に
は 、 一 側 部 に キ ャ ブ ３ が 載 置 さ れ 、 中 央 部 に ア タ ッ チ メ ン ト ４ が 俯 仰 動 可 能 に 枢 着 さ れ 、
他 側 に 燃 料 タ ン ク 、 作 動 油 タ ン ク 及 び 油 圧 機 器 （ 図 示 せ ず ） が 載 置 さ れ 、 該 燃 料 タ ン ク 、
作 動 油 タ ン ク 及 び 油 圧 機 器 の 周 囲 に は こ れ ら を 保 護 す る ハ ウ ス カ バ ー ５ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に お い て 、 ハ ウ ス カ バ ー ５ に は 少 な く と も 一 つ 以 上 の ス テ ッ プ ６ ａ 、 ６ ｂ … … … が 固
設 さ れ 、 ま た 、 オ ペ レ ー タ や サ ー ビ ス マ ン が 昇 降 す る 際 の 転 落 を 防 止 す る ハ ン ド レ ー ル ７
が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 前 記 上 部 旋 回 体 ２ の 前 部 に は 、 前 面 部 に 開 口 を 設 け た 工 具 箱
８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ に お い て 、 上 部 旋 回 体 ２ に 固 設 し た 工 具 箱 本 体 ８ ａ と 該 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 開 口 を 覆 う
蓋 材 ８ ｂ を 夫 々 の 下 端 部 で 蝶 番 ８ ｃ に よ り 開 閉 可 能 に 蝶 着 し 、 該 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 側 面 に
設 け た ピ ン ８ ｅ に 接 し て 摺 動 す る 長 孔 を 有 す る 円 弧 状 の ガ イ ド ８ ｄ の 一 端 が 前 記 蓋 材 ８ ｂ
の 側 面 上 部 に 固 設 さ れ 、 該 蓋 材 ８ ｂ は 前 記 蝶 着 点 回 り に 略 ９ ０ 度 開 閉 可 能 に な っ て い る 。
そ し て 、 図 ３ は 該 蓋 材 ８ ｂ が 閉 状 態 を 示 し 、 こ の 図 ３ に 示 す 状 態 に お い て は 、 工 具 箱 ８ に
設 け ら れ た 踏 面 は 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 上 面 １ ヶ 所 だ け で あ り 、 工 具 箱 ８ の デ プ ス を 確 保 し よ
う と す る と 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 上 面 と 履 帯 １ ａ の 上 面 と の 高 さ Ｈ が 比 較 的 大 き く な り Ｉ Ｓ Ｏ
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の 推 奨 値 を 超 え て し ま い 、 オ ペ レ ー タ や サ ー ビ ス マ ン が 昇 る 際 に 危 険 を 伴 う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 図 ４ は 前 記 蓋 材 ８ ｂ を 開 状 態 に し た 場 合 を 示 し 、 図 ３ の 閉 状 態 か ら 前 記 蓋 材 ８ ｂ を
図 の 右 回 り に 回 動 さ せ る と 、 該 蓋 材 ８ ｂ は 蝶 番 ８ ｃ を 支 点 と し て 開 き 始 め 、 前 記 ガ イ ド ８
ｄ は 工 具 箱 本 体 ８ ａ に 設 け た ピ ン ８ ｅ 上 を 摺 動 し て 前 記 蓋 材 ８ ｂ が 略 ９ ０ 度 回 動 し た と こ
ろ で 前 記 ピ ン ８ ｅ が ス ト ッ パ ー と し て 機 能 し 、 前 記 ガ イ ド ８ ｄ の 長 孔 の 端 が 前 記 ピ ン ８ ｅ
に 当 接 し て 前 記 蓋 材 ８ ｂ の 回 動 が 停 止 す る 。 こ の 図 ４ に 示 す 状 態 に お い て は 、 前 記 工 具 箱
８ に 設 け ら れ た 踏 面 は 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 上 面 と 蓋 材 ８ ｂ の 上 面 の ２ 箇 所 あ り 、 該 蓋 材 ８ ｂ
の 踏 面 は 前 記 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 下 面 と 略 面 一 と な る 。 該 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 下 面 の 位 置 及 び
デ プ ス を 適 当 に 決 め る こ と に よ り 、 前 記 蓋 材 ８ ｂ の 踏 面 と 履 帯 １ ａ の 上 面 と の 高 さ ｈ 及 び
前 記 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 上 面 と 蓋 材 ８ ｂ の 踏 面 の 高 さ （ Ｈ － ｈ ） を 自 由 に 設 定 す る こ と が 可
能 に な り 、 オ ペ レ ー タ や サ ー ビ ス マ ン は ハ ウ ス カ バ ー と 履 帯 又 は 地 面 間 の 昇 降 が 容 易 に な
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 本 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 。
通 常 の 作 業 時 に お い て は 、 前 記 蓋 材 ８ ｂ は 図 ３ の 状 態 、 す な わ ち 閉 状 態 に あ り 、 該 蓋 材 ８
ｂ は 図 示 さ れ て い な い ロ ッ ク 装 置 に よ り 工 具 箱 本 体 ８ ａ に ロ ッ ク さ れ て お り 、 旋 回 等 に よ
り 工 具 箱 ８ の 中 に 収 納 し て あ る 工 具 類 が 工 具 箱 ８ か ら 外 に 飛 び 出 し た り 、 落 下 す る こ と は
な い 。 次 に 、 作 業 を 中 止 し て メ ン テ ナ ン ス 等 の た め ハ ウ ス カ バ ー 上 に 昇 る と き は 、 地 上 か
ら 直 接 又 は 履 帯 １ ａ の 上 に 昇 り 、 前 記 工 具 箱 ８ の ロ ッ ク 装 置 を 解 錠 す る と 前 記 蓋 材 ８ ｂ を
開 け る こ と が 可 能 に な り 、 該 蓋 材 ８ ｂ に 固 設 さ れ て い る ガ イ ド ８ ｄ が 前 記 工 具 箱 本 体 ８ ａ
の 側 面 に 取 り 付 け ら れ て い る ピ ン ８ ｅ に 接 し て 摺 動 し 、 該 蓋 材 ８ ｂ は 蝶 番 ８ ｃ を 支 点 と し
て 約 ９ ０ 度 回 動 し 、 前 記 ガ イ ド ８ ｄ に 開 穿 さ れ た 長 孔 の 端 が 前 記 ピ ン ８ ｅ に 当 接 し て 停 止
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 状 態 で オ ペ レ ー タ 又 は サ ー ビ ス マ ン は 履 帯 １ ａ か ら 前 記 蓋 材 ８ ｂ の 踏 面 に 一 方 の 足 を
掛 け る と 共 に ハ ン ド レ ー ル ７ を 手 で 掴 み 、 次 に 他 方 の 足 を 前 記 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 踏 面 に 掛
け る こ と に よ り 、 更 に 上 の ス テ ッ プ ６ ａ 、 ６ ｂ 及 び ハ ウ ス カ バ ー の 上 に 容 易 に 昇 る こ と が
で き る 。 逆 に ハ ウ ス カ バ ー の 上 か ら 地 上 に 降 り る と き も ス テ ッ プ ６ ｂ 、 ６ ａ か ら 前 記 工 具
箱 本 体 ８ ａ の 踏 面 、 蓋 材 ８ ｂ の 踏 面 及 び 履 帯 １ ａ を 介 し て 容 易 に 地 上 に 降 り る こ と が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 実 施 態 様 は 、 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 前 面 部 に 開 口 を 設 け 、 該 開 口 を 覆 う 蓋 材 ８ ｂ を 前 後 方
向 に 回 動 可 能 に 装 着 し た が 、 工 具 箱 本 体 ８ ａ の 側 面 部 に 開 口 を 設 け 、 該 開 口 を 覆 う 蓋 材 ８
ｂ ’ を 左 右 方 向 に 回 動 す る こ と も 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
更 に 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て 、
本 発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 は 、 上 記 一 実 施 形 態 に 於 い て 詳 述 し た 構 成 に よ り 、 作 業 時 に は 工 具 箱 本 体 及 び 蓋
材 を 本 来 の 工 具 収 納 箱 と し て の 機 能 を 持 た せ る と 共 に 、 メ ン テ ナ ン ス 時 に は 工 具 箱 本 体 及
び 蓋 材 を ス テ ッ プ と し て 用 い る こ と が で き 、 特 に 蓋 材 を 開 け て 踏 面 と す る こ と に よ り 、 履
帯 と 工 具 箱 上 面 の 間 に 別 の 踏 面 を 作 り 出 す こ と が で き る た め ス テ ッ プ 間 隔 を 狭 く す る こ と
が で き る 。 そ の た め オ ペ レ ー タ や サ ー ビ ス マ ン は 楽 な 姿 勢 で 昇 降 で き 、 転 落 等 の 危 険 を 防
止 で き る 等 き わ め て 顕 著 な 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 採 用 し た 油 圧 シ ョ ベ ル 全 体 側 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 具 箱 兼 用 ス テ ッ プ 取 付 部 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 具 箱 閉 状 態 の ス テ ッ プ 側 面 図
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 具 箱 開 状 態 の ス テ ッ プ 側 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の ス テ ッ プ 兼 用 工 具 箱
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 下 部 走 行 体
１ ａ 　 　 　 履 帯
２ 　 　 　 　 　 　 　 上 部 旋 回 体
２ ａ 　 　 　 旋 回 フ レ ー ム
３ 　 　 　 　 　 　 　 キ ャ ブ
４ 　 　 　 　 　 ア タ ッ チ メ ン ト
５ 　 　 　 　 　 ハ ウ ス カ バ ー
６ ａ 、 ６ ｂ 　 　 ス テ ッ プ
７ 　 　 　 　 　 　 ハ ン ド レ ー ル
８ 　 　 　 　 　 工 具 箱
８ ａ 　 　 　 工 具 箱 本 体
８ ｂ 　 　 　 　 　 　 蓋 材
８ ｃ 　 　 　 蝶 番
８ ｄ 　 　 　 ガ イ ド
８ ｅ 　 　 　 ピ ン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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